
中１数学Ｂ ２０１９年度 １学期 座標平面と１次関数 宿題解答 

§７ 座標平面 
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両辺を通分することで、
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(1) A(0, 0), B(5,1), C(2, 4)のとき

図のようにP(5, 0), Q(5, 4), R(0, 4)を取
ると、△ABCは

  四角形 の面積[ APQR ] 5 4 20
から、
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を引いたものとして計算できます。

よって、
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(2) A( 1, 1), B(4, 0), C(1, 3)  のとき
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△ABCを x軸方向に 1 、 y軸方向に
1 平行移動すると、(1)の△ABCにな

ります。よって、面積は等しく、9 に
なります。

(3) A(0, 0), B(1, 2), C(4, 9)のとき
図はかなり「細い」三角形になってい

ますが、
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の方が大きく、Bの x座標が Aの x座
標よりも大きいことから、Bは「直線
ACの下側にある」ことが確認できま
す。

図のようにP(1, 0), Q(4, 0), R(4, 2)を取
ると、△ABCは
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を引いたものとして計算できます。

よって、
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(1) 図より、Aと x軸に関して対称な点 B

の座標は (2, 3) 、

(2) A と y軸に関して対称な点 C の座標

は ( 2, 3) 、

(3) A と原点に関して対称な点 D の座標

は ( 2, 3)  と分かります。

(4) さらに、A と点 P (4, 5)に関して対称
な点 E については、A から P までの
移動量と、Pから Eまでの移動量が
一致しています。

A から P まで、 x軸方向に 2 、 y軸
方向に 2 進んでいるので、点 Eの座

標は  (4 2, 5 2) すなわち (6, 7)

と分かります。
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(1) A( 3, 4), B(0, 2), C(5, 1)  のとき
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ACの傾きの方が ABの傾きよりも大
きい（ACの方が ABよりもゆるやか）
のと、Cの x座標が Aの x座標よりも
大きいことから、点 Cは
直線 ABの上側にあると分かります。

(2) A( 3, 4), B(0, 2), C(2, 6)  のとき
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ABの傾きとACの傾きが等しいので、
点 C は直線 AB 上にあると分かりま
す。
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OP の傾きは、Pが A (4, 2) にあるときに

最小で、P が B (2, 6)にあるときに最大で
す。
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です。

Pが Aから Bまで動くとき、OPの傾きm
は連続的に変化するので、その範囲は

1
3

2
m  

と分かります。
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